
甲
斐
市
 地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

□
 予
想
さ
れ
る
最
大
震
度
は
[ 
 ６
強
  ・
  ６
弱
  ・
  ５
強
  ・
  ５
弱
  ・
  ４
  ]

□
 液
状
化
危
険
度
は
[ 
 高
い
  ・
  や
や
高
い
  ・
  低
い
  ・
  極
め
て
低
い
  ]

□
 地
域
の
危
険
度（
建
物
全
壊
率
）は
[ 
 2
0～
30
％
  ・
  1
0～
20
％
  ・
  0
～
10
％
  ・
  ０
％
   
]

✓
自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク

□
 指
定
避
難
所
は
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
、
は
ぐ
れ
た
場
合
の
集
合
場
所
は
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

□
 電
話
が
通
じ
な
い
場
合
の
連
絡
手
段
は
[ 
  災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
17
1 
 ・ 
 W
eb
17
1 
 ・ 
 S
M
S 
 ・ 
 そ
の
他
 ＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 ]

✓
避
難
先
や
連
絡
方
法
を
チ
ェ
ッ
ク

自
宅
の
地
震
災
害
リ
ス
ク
や
避
難
先
な
ど
を
家
族
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
ょ
う

保
存
版

令
和
８
年
４
月

「
甲
斐
市
 地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」は
、市
内
で
予
想
さ
れ
る
最
大
震
度
や
液
状
化
の
危
険
度
、

建
物
被
害
の
危
険
度
を
示
し
て
い
ま
す
。 
ま
た
、地
震
被
害
に
対
す
る
備
え
や
災
害
時
の
行
動
に

関
す
る
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
想
定
さ
れ
る
大
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、ご
家
庭
や
自
治
会
な
ど
で

の
防
災
対
策
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

甲
斐
市
 ま
ち
づ
く
り
振
興
部
 建
築
住
宅
課
  T
EL
: 0
55
- 2
68
- 2
33
6



内
陸
型
地
震

海
溝 海
洋
プ
レ
ー
ト

海
溝
型
地
震

大
陸
プ
レ
ー
ト

内
陸
型
地
震

発
生
場
所
: 陸
地
の
浅
い
場
所（
数
km
～
20
km
程
度
）に
あ
る
断
層
が
ず
れ
る
こ
と
で
発
生

特
　
　
徴
: 揺
れ
の
範
囲
は
比
較
的
狭
い
が
、震
源
地
周
辺
の
被
害
が
大
き
い

　
  例
　
 :
 阪
神
・
淡
路
大
震
災（
19
95
年
）、
熊
本
地
震（
20
16
年
）

海
溝
型
地
震

発
生
場
所
: 海
底
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
プ
レ
ー
ト
同
士
の
境
界
が
ず
れ
る
こ
と
で
発
生

特
　
　
徴
: 広
い
地
域
で
揺
れ
を
感
じ
る
ほ
か
、津
波
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

　
  例
　
 :
 関
東
大
震
災（
19
23
年
）、
東
日
本
大
震
災（
20
11
年
）

関
東
地
震（
関
東
大
震
災
） 
19
23
（
大
正
12
)年
9月
1日

地
震
を
知
る

内
陸
型
地
震
と
海
溝
型
地
震
の
特
徴

山
梨
県
が
想
定
し
た
主
な
地
震

県
内
死
者
20
人
、 
負
傷
者
11
6人
、 
家
屋
全
壊
17
61
棟
、

半
壊
49
92
棟
、 
地
盤
の
液
状
化
3箇
所
な
ど
。

東
南
海
地
震
 1
94
4(
昭
和
19
)年
12
月
7日

甲
府
市
付
近
で
負
傷
者
2人
、家
屋
全
壊
26
棟
、半
壊
8棟
な
ど
。

山
梨
県
が
想
定
し
た
地
震
の
な
か
で
も
、甲
斐
市
に
被
害
を
及
ぼ
す
地
震
と
し
て
は「
山
梨

県
内
及
び
県
境
に
存
在
す
る
活
断
層
に
よ
る
地
震
」「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震（
東
側

ケ
ー
ス
）」「
首
都
直
下
地
震（
立
川
市
直
下
）」
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
震
の
な
か
で
、「
糸
魚
川
－
静
岡
構
造
線
断
層
帯（
南
部
）」
を
震
源
と
す
る

地
震
が
甲
斐
市
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
震
は
、震
源
に
よ
っ
て
大
き
く
内
陸
型
地
震
と
海
溝
型
地
震
に
わ
か
れ
ま
す
。

山
梨
県
で
発
生
し
た
過
去
の
地
震

甲
斐
市
 ま
ち
づ
く
り
振
興
部
 建
築
住
宅
課
　
令
和
８
年
４
月

※
山
梨
県
地
域
防
災
計
画
よ
り

※
山
梨
県
地
域
防
災
計
画
よ
り

糸
魚
川
―静
岡
構
造
線
断
層
帯

（
南
部
） を
震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
6

甲
斐
市

身
延
断
層
を

震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
0

塩
沢
断
層
帯
を

震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.
8

扇
山
断
層
を

震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
0

首
都
直
下

（
立
川
市
直
下
）を

震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チュ

ード
7ク
ラ
ス

糸
魚
川
-静
岡
構
造
線
断
層
帯

（
中
南
部
）を
震
源
と
す
る
地
震

　
　
　
　
　
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
4

富
士
川
河
口
断
層
帯
を

震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チュ

ード
7.
2／
8.
3

南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
地
震

マ
グ
ニ
チュ

ード
9ク

ラ
ス

曽
根
丘
陵
断
層
帯
を

震
源
と
す
る
地
震

　
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
3

山
梨
県

埼
玉
県

東
京
都

神
奈
川
県

静
岡
県

長
野
県



避
難

情
報

　
避

難
情

報
　

避
難

情
報

　

ス
リ
ッ
パ
や
靴
を
履
く

落
ち
着
い
て
初
期
消
火

大 き な 揺 れ を 感 じ た ら 揺 れ が お さ ま っ た ら 身 の 回 り の 安 全 が

確 認 で き た ら

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
り
、緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

地
震

発
生

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
自
動

販
売
機
な
ど
か
ら
離

れ
る

看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ

ス
の
落
下
に
注
意
し
、

鞄
な
ど
で
頭
を
守
る

つ
り
革
、
手
す
り
な
ど

に
し
っ
か
り
つ
か
ま
り
、

係
員
の
指
示
に
従
う

す
べ
て
の
階
数
ボ
タ
ン

を
押
し
て
、
止
ま
っ
た

階
で
降
り
る

人
が
多
い
場
所
で
は
出

口
に
殺
到
せ
ず
、
集
団

パ
ニ
ッ
ク
に
注
意
す
る

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点

滅
さ
せ
て
徐
行
し
、
道

路
の
左
側
に
停
車
す
る

屋
内

屋
内

屋
外

屋
外

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

公
共
施
設

鉄
道
・
バ
ス

自
動
車

落
下
物
に
当
た
る
危

険
が
あ
る
の
で
、
屋

外
に
飛
び
出
さ
な
い

無
理
に
コ
ン
ロ
の
火

を
消
そ
う
と
し
な
い

部
屋
の
窓
や
玄
関

の
ド
ア
を
開
け
る

出
口
を
確
保

調
理
器
具
や
暖
房
器
具
の

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
ガ
ス

や
灯
油
漏
れ
を
確
認
す
る

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で

正
し
い
情
報
を
確
認
す
る

離
れ
て
い
る
場
合
は
災
害

用
伝
言
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
安
否
を
確
認
す
る

ガ
ラ
ス
破
片
な
ど
が
足
元

に
散
乱
し
て
い
る
場
合
が

あ
る

出
火
し
た
場
合
は
速
や
か
に

消
火
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら

無
理
せ
ず
避
難
す
る

火
の
元
を
確
認

家
族
の
安
全
を
確
認

正
し
い
情
報
を
入
手

あ
わ
て
ず
に
、ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る

お
互
い
に
声
を
か
け
合
い

安
否
を
確
認
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
人
た
ち
を
安
全
な

場
所
へ
誘
導
す
る

け
が
人
の
救
護
や
消
火

活
動
は
近
隣
住
民
や
自

主
防
災
組
織
な
ど
、
地

域
で
協
力
し
て
行
う

近
所
に
住
む
人
た
ち
の

安
否
を
確
認

周
り
の
人
た
ち
と
協
力
し
て

救
護
・
初
期
消
火

落
ち
着
い
て
身
の
回
り
を
確
認
し
、二
次
災
害
を
防
ぐ

「
通
電
火
災
」は
、地
震
の
影
響
で
配
線
が
損
傷
す
る

な
ど
の
状
態
の
ま
ま
通
電
す
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す

①
 避
難
時
に
は
、ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

②
 通
電
前
に
電
線
や
配
線
の
損
傷
な
ど
を
確
認
す
る

③
 通
電
前
に
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ（
切
）な
ど
を
確
認
す
る

ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）

倒
れ
て
く
る
家
具
や
落
下
物
に
注
意
す
る

た
だ
し
、
危
険
が
迫
っ
て
い
る
場
合
は
一
刻
も
早
く
避
難
を
す
る
！

地
震
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

防
ご
う
！
通
電
火
災



災
害
に
備
え
る
①

非
常
持
出
品
、
備
蓄
品

非
常
持
出
品

備
蓄
品

食
料
品

日
用
品

口
飲
料
水

   
(1
人
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
)

口
非
常
食

衣
類
な
ど

口
上
着
・
下
着

口
タ
オ
ル

口
雨
具

貴
重
品

口
預
金
通
帳
　
口
印
鑑

口
現
金

口
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

口
身
分
証
明
書

ペ
ッ
ト
が
い
る
場
合

口
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

口
ケ
ー
ジ
・
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス

口
首
輪
・
リ
ー
ド

口
ト
イ
レ
用
品

　（
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
な
ど
）

防
災
用
品

口
ヘ
ル
メ
ッ
ト
 口
携
帯
ラ
ジ
オ

口
懐
中
電
灯
  口
電
池

口
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

口
携
帯
ト
イ
レ
 

医
薬
品
・
衛
生
品

口
常
備
薬
　
口
お
薬
手
帳

口
マ
ス
ク
　
口
消
毒
液

口
体
温
計

乳
幼
児
が
い
る
場
合

口
ミ
ル
ク
・
ほ
乳
瓶

口
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

口
紙
お
む
つ

口
お
し
り
拭
き

口
母
子
手
帳

高
齢
者
が
い
る
場
合

口
介
護
食

口
処
方
薬

口
紙
お
む
つ

口
お
し
り
拭
き

口
老
眼
鏡
　
口
杖

最
低
3日
分
、で
き
れ
ば
1週
間
分
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う

口
飲
料
水

口
食
品（
常
温
で
保
存
で
き
る
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
な
ど
）

口
卓
上
コ
ン
ロ
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

口
ラ
ッ
プ
、紙
コ
ッ
プ
、紙
皿
、割
り
箸

口
ポ
リ
タ
ン
ク
、給
水
袋

口
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

口
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

い
ざ
と
い
う
時
に
、す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
非
常
持
出
袋
に
入
れ
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

大
規
模
災
害
が
起
こ
る
と
、物
流
が
麻
痺
し
食
料
や
日
用
品
が

手
に
入
り
に
く
く
な
っ
た
り
、電
気
・
水
道
・
ガ
ス
が
長
期
間
使
え

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。食
料
や
日
用
品
は「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」を
う
ま
く
活
用
し
て
計
画
的
に
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
状
況
・
状
態
に
合
わ
せ
て
持
出
品
を
追
加
し
ま
し
ょ
う

口
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

口
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

口
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

口
ゴ
ミ
袋
  口
洗
面
用
具

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は

普
段
か
ら
少
し
多
め
に
買
っ
て
お
き
、使
っ
た
ら
使
っ
た
量

だ
け
新
し
く
買
い
足
し
て
、常
に
一
定
量
の
食
料
や
生
活

用
品
を
家
に
備
蓄
し
て
お
く
方
法
で
す
。

備
え
る

消
費
す
る

買
い
足
す

甲
斐
市
 ま
ち
づ
く
り
振
興
部
 建
築
住
宅
課
　
令
和
８
年
４
月



自
宅
の
安
全
対
策

甲
斐
市
で
は
地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い
つ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

甲
斐
市
で
は
大
地
震
に
備
え
る
た
め
に
昭
和
56
年
5月
31
日
以
前
の
旧
建
築
基
準
法
で
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
に
無
料
で
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、耐
震
診
断
の
結
果
、総
合
評
点
が
1.
0未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、耐
震
改

修
工
事
な
ど
の
補
助
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、甲
斐
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

を
貼
る

窓
ガ
ラ
ス

転
倒
し
な
い
よ
う
に

鎖
等
で
固
定
す
る

ガ
ス
ボ
ン
ベ

固
定
し
て
転
倒
防
止
、

扉
に
は
ス
ト
ッ
パ
ー

を
設
置
す
る

家
電

照
明
器
具

本
棚
・
タ
ン
ス

ベ
ッ
ド
の
上
や
出
入
口

を
塞
ぐ
方
向
へ
倒
れ
な

い
位
置
に
置
き
、
固
定

器
具
を
設
置
す
る

食
器
棚
・
収
納
棚

固
定
器
具
を
設
置
す
る

開
き
戸
に
ス
ト
ッ
パ
ー
を

設
置
し
、
ガ
ラ
ス
戸
に
は

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼

り
、
食
器
の
下
に
は
す
べ

り
止
め
シ
ー
ト
を
敷
く

検
索

甲
斐
市
 木
造
住
宅
耐
震
化
支
援
事
業

石
油
ス
ト
ー
ブ

対
震
自
動
消
火
装

置
の
あ
る
も
の
を

使
用
し
、
ス
ト
ーブ

の
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い

非
常
用
照
明

停
電
に
備
え
て
、
枕
元

に
明
か
り
を
用
意
す
る

テ
レ
ビ
・
テ
レ
ビ
台

低
い
位
置
に
置
き
、
金
具
や
粘

着
マ
ッ
ト
な
ど
で
固
定
す
る

ス
リ
ッ
パ

足
の
け
が
予
防
と
し
て
、

寝
室
に
置
い
て
お
く

吊
り
下
げ
式
タ
イ
プ

の
も
の
は
、
複
数
箇

所
を
鎖
や
ワ
イ
ヤ
ー

等
で
天
井
に
留
め
る

避
難
経
路
に
な
る
の
で

余
計
な
も
の
を
置
か
な
い

玄
関
・
廊
下

非
常
用
持
出
袋

避
難
時
に
す
ぐ
取
り
出
せ

る
場
所
に
置
き
、
定
期
的

に
中
身
を
確
認
す
る



Le
tʼs

 g
o!

Sh
el

te
r

高
齢
者
、病
気
の
人

身
体
の
不
自
由
な
人

目
・
耳
が
不
自
由
な
人

知
的
・
精
神
的
障
が
い
者

妊
婦
・
乳
幼
児

外
国
人
　

困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
声

を
か
け
、避
難
所
ま
で
一
緒
に

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

簡
単
な
単
語
や
身
振
り
な
ど
で

現
在
の
状
況
を
知
ら
せ
、避
難

所
ま
で
一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

• 日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
に
声
を
掛
け
合
い
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
暮
ら
し
て
い
る
か
気
に
か
け
て
お
く

• 地
域
の
防
災
訓
練
や
講
習
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
災
害
時
で
の
自
分
の
役
割
を
確
認
す
る

重
要
ポ
イ
ン
ト

自
助
…
 自
分
や
家
族
の
命
や
財
産
は
、ま
ず
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す

共
助
…
 災
害
時
に
は
地
域
で
の
助
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

　
　
　
 普
段
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

公
助
…
 市
役
所
、消
防
、警
察
、自
衛
隊
な
ど
の
防
災
機
関
が
支
援
し
ま
す

自
助
・
共
助
・
公
助

災
害
に
備
え
る
②

要
配
慮
者
へ
の
対
応

背
負
っ
た
り
、ひ
じ
や
肩
に
つ

か
ま
っ
て
も
ら
う
な
ど
安
全

な
方
法
で
誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
的
に
服
用
し
て
い
る
薬

は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

ゆ
っ
く
り
と
優
し
く
話
し
か
け

て
安
心
さ
せ
、避
難
所
ま
で

一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

目
の
不
自
由
な
方
に
は
声
を

か
け
な
が
ら
杖
を
持
っ
て
い

な
い
方
の
肘
に
軽
く
触
れ
る

か
腕
を
貸
し
て
ゆ
っ
く
り
誘

導
し
、耳
の
不
自
由
な
方
に
は

手
話
や
筆
談
、身
振
り
で
状

況
を
丁
寧
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
人
に
合
っ
た
誘
導
方
法
を
確

認
し
、早
め
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

車
椅
子
を
使
う
人
の
場
合
、階
段

で
は
必
ず
３
人
で
協
力
し
、上
る

際
は
前
向
き
、下
り
る
際
は
後
ろ

向
き
に
し
て
、安
全
か
つ
安
心
で

き
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
の
救
助
は
、「
自
力
で
」「
家
族
に
」な
ど

の
自
助
は
約
67
%
、「
友
人
・
隣
人
に
」な
ど
の
共

助
は
約
31
%
、救
急
や

自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
公

助
は
約
2％
で
し
た
。

大
規
模
な
災
害
が
広
範
囲
に
発
生
し
た
場
合
、市
や
消
防
署
な
ど
の
防
災
機
関
だ

け
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」意
識
を
持
ち
、自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

自
力
で
・

家
族
に

  
友
人
・

隣
人
に

㈳
日
本
火
災
学
会（
19
96
）

「
19
95
年
兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
け
る
火
災
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」参
照

右
図：
阪
神・
淡
路
大
震
災
に

お
け
る
生
き
埋
め
や
閉
じ
込

め
ら
れ
た
際
の
救
助
主
体
等

数
字
で
見
る
自
助
・
共
助

2％

６７
％

３１
％

救
助
隊
・
自
衛
隊
に

自
助

共
助

公
助

甲
斐
市
 ま
ち
づ
く
り
振
興
部
 建
築
住
宅
課
　
令
和
８
年
４
月



市 役 所 消  防 警  察 地 域 災 害

支 援 病 院

施
設
名

所
在
地

電
話
番
号

ご
家
庭
の
テ
レ
ビ
で
、災
害
に
関
す
る
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

情
報
を
入
手
す
る

安
否
を
伝
え
る

本
市
が
保
有
す
る
都
市
計
画
情
報
や
道
路
情
報
、防
災
関
連
情
報
、公
共

施
設
な
ど
、暮
ら
し
に
関
わ
る
地
図
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ht
tp
s:
//
w
eb
gi
s.
al
an
di
s.
jp
/k
ai
19
/p
or
ta
l

デ
ジ
M
ap
甲
斐

デ
ー
タ
放
送
ボ
タ
ン
（
dボ
タ
ン
）

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
17
1）

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
  ※
事
前
登
録
は
不
要

市
内
に
い
る
方
々
に
専
用
の
着
信
音
と
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表
示
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
応
機
種
や
設
定
方
法
は
、お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
 

甲
斐
市
住
民
向
け
情
報
配
信
メ
ー
ル
  ※
事
前
登
録
が
必
要

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
 右
の
Q
Rコ
ー
ド
ま
た
は
、t
-y
c-
ka
i@
sg
-p
.j
p
へ
空
メ
ー
ル
を
送
信

②
 登
録
案
内
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、本
文
を
確
認
後
登
録
を
行
う

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

W
E
B
サ
イ
ト

Ya
ho
o!
防
災
速
報

Sa
fe
ty
 t
ip
s

緊
急
地
震
速
報
な
ど
災
害
時

に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る

多
言
語
対
応
の
ア
プ
リ
で
す
。

気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

ht
tp
s:
//
pr
ef
-y
am
an
as
hi
-b
ou
sa
i.m
y.
sa
le
sf
or
ce
-s
ite
s.c
om

や
ま
な
し
防
災
ポ
ー
タ
ル

08
00
- 8
00
- 6
75
6（
無
料
）

05
5-
23
0-
66
50
（
有
料
）

WE
B

被
災
者
が
伝
言
を
録
音
し
、家
族
友
人
が
電
話
で
再
生
で
き
る「
声
の
伝
言
板
」で
す
。

伝
言
を
録
音

伝
言
を
再
生

※
30
秒
以
内

録
音
の
場
合

1
暗証

番号
を利

用す
る録

音
3

再
生
の
場
合

伝
言
を
登
録

伝
言
を
確
認

・
追
加
登
録

伝
言
の
登
録

伝
言
の
閲
覧2

暗証
番号

を利
用す
る再

生
4

17
1

05
5-
□□

□-
□□

□□
05
5１

- □
□-
□□

□□

05
5-
□□

□-
□□

□□
05
5１

- □
□-
□□

□□

に
ダ
イ
ヤ
ル
し

音
声
ガ
イ
ド
に

し
た
が
う

被
災
者
の
電
話
番
号
を

市
外
局
番
か
ら
入
力

被
災
者
の
電
話
番
号
を

市
外
局
番
か
ら
入
力

災
害
用
伝
言
板
（
w
eb
17
1）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
安
否
確
認
を
行
う「
文
字
の
伝
言
板
」で
す
。

サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス

す
る

w
w
w
.w
eb
17
1.
jp

事
前
登
録
を
行
う
と
、災
害

時
な
ど
に
甲
斐
市
の
緊
急

情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

防
災
関
連
機
関

甲
府
地
区
消
防
本
部
西
消
防
署

甲
府
地
区
消
防
本
部
敷
島
出
張
所

韮
崎
消
防
署
双
葉
分
署

竜
王
33
14
-1

島
上
条
35
0-
5

龍
地
51
84
-1

05
5-
27
6-
38
25

05
5-
27
7-
81
19

05
51
-2
8-
01
19

赤
坂
台
病
院

三
枝
病
院

竜
王
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

竜
王
新
町
21
50

竜
王
新
町
14
40

万
才
28
7-
7

05
5-
27
9-
01
11

05
5-
27
9-
02
22

05
5-
27
6-
11
55

甲
斐
警
察
署

竜
王
交
番

敷
島
交
番

登
美
警
察
官
駐
在
所

志
田
67
0

篠
原
23
23
-1

島
上
条
17
71
-2

龍
地
65
61
-5

05
51
-2
0-
01
10

05
5-
27
6-
20
02

05
5-
27
7-
20
45

05
51
-2
8-
21
48

甲
斐
市
役
所（
本
館
・
新
館
）

甲
斐
市
役
所（
敷
島
庁
舎
）

甲
斐
市
役
所（
双
葉
庁
舎
）

篠
原
26
10

島
上
条
22
54
-1

下
今
井
17
1

05
5-
27
6-
21
11

05
5-
27
7-
31
11

05
51
-2
8-
22
11



●17
清
川
出
張
所

清
川
地
域
ふ
れ
あ
い
館

震
度 ７ 震
度 6強 震
度 6弱 震
度 5強 震
度 5弱 震
度 ４

気
象
庁
震
度
階
級
関
連
解
説
よ
り
作
成

•固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
ほ
と
ん
ど
が
移
動

し
た
り
倒
れ
た
り
、飛
ぶ
こ
と
も
あ
る

•耐
震
性
が
低
い
建
物
は
、傾
く
も
の
や
倒
れ

る
も
の
が
さ
ら
に
多
く
な
る

•固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
ほ
と
ん
ど
が
移
動

し
、倒
れ
る
も
の
が
多
く
な
る

•耐
震
性
が
低
い
木
造
建
物
は
、傾
く
も
の
や

倒
れ
る
も
の
が
多
く
な
る

•固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
大
半
が
移
動
し
、倒

れ
る
も
の
も
あ
る

•耐
震
性
が
低
い
木
造
建
物
は
、瓦
が
落
下
し
た

り
、建
物
が
傾
い
た
り
倒
れ
る
も
の
も
あ
る

•電
灯
な
ど
の
つ
り
下
げ
物
は
激
し
く
揺
れ
る

•棚
に
あ
る
食
器
類
や
書
棚
の
本
が
落
ち
る
こ
と
が
あ
る

•電
灯
な
ど
の
つ
り
下
げ
物
は
大
き
く
揺
れ
る

•棚
に
あ
る
食
器
類
は
音
を
立
て
る

•固
定
し
て
い
な
い
家
具
が
倒
れ
る
こ
と
が
あ
る

•棚
に
あ
る
食
器
類
や
書
棚
の
本
で
、落
ち
る
も
の
が
多
く
な
る

震
度
と
予
想
さ
れ
る
現
象

令
和
5年
山
梨
県
地
震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
を
も
と
に
、甲
斐
市
に
最
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る「
『
糸
魚
川
－
静
岡
構
造
線
断
層
帯
 

南
部
区
間
』を
震
源
と
す
る
地
震
」が
発
生
し
た
場
合
の
震
度
分
布
に
つ
い
て
、

25
0m
メ
ッ
シ
ュ
単
位
で
色
分
け
表
示
し
た
予
測
図
で
す
。

揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
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●１

●10

●13

●11

●15

●12
●14

●19
●21

●20

●22

●16

●18
吉
沢
出
張
所

睦
沢
出
張
所

甲
斐
市
役
所（
敷
島
庁
舎
）

　
甲
斐
市
役
所（
双
葉
庁
舎
）

甲
斐
市
役
所（
本
館・
新
館
）

双
葉
体
育
館 双
葉
中
学
校

敷
島
中
学
校

敷
島
小
学
校

玉
幡
中
学
校

竜
王
中
学
校

玉
幡
小
学
校

竜
王
小
学
校

双
葉
西
小
学
校

双
葉
東
小
学
校

敷
島
南
小
学
校

敷
島
北
小
学
校

竜
王
北
中
学
校

竜
王
西
小
学
校

竜
王
南
小
学
校

竜
王
東
小
学
校

竜
王
北
小
学
校

竜
王
南
部
公
民
館

吉
沢
地
域
ふ
れ
あ
い
館

睦
沢
地
域
ふ
れ
あ
い
館

敷
島
総
合
文
化
会
館

敷
島
公
民
館

竜 王 地 区 敷 島 地 区 双 葉 地 区

竜
王
北
中
学
校

竜
王
北
小
学
校

竜
王
小
学
校

竜
王
東
小
学
校

竜
王
中
学
校

玉
幡
小
学
校

玉
幡
中
学
校

竜
王
西
小
学
校

竜
王
南
小
学
校

竜
王
南
部
公
民
館

敷
島
北
小
学
校

敷
島
中
学
校

敷
島
小
学
校

敷
島
総
合
文
化
会
館

敷
島
公
民
館

敷
島
南
小
学
校

睦
沢
地
域
ふ
れ
あ
い
館

清
川
地
域
ふ
れ
あ
い
館

吉
沢
地
域
ふ
れ
あ
い
館

双
葉
東
小
学
校

双
葉
中
学
校

双
葉
西
小
学
校

双
葉
体
育
館

●１ ●３●２ ●４ ●６●５ ●７ ●９●８ ●10 ●12●11 ●13 ●15●14 ●16 ●18●17 ●19 ●21 ●22●20指
定
避
難
所
兼
指
定
避
難
場
所

７
※
6
強
6
弱
5
強
5
弱

４
※
市
内
に
該
当
な
し

0
1

2
0.5

km
甲
斐
市
 ま
ち
づ
く
り
振
興
部
 建
築
住
宅
課
　
令
和
８
年
４
月

震
度

指
定
避
難
所
兼

指
定
避
難
場
所

庁
舎
・
出
張
所

高
速
道
路

国
道

県
道
・

主
要
地
方
道

●No
.



●17
清
川
出
張
所

清
川
地
域
ふ
れ
あ
い
館

砂
粒

砂
粒

水水

建
物
の
沈
下・
傾
斜

地
中
構
造
物
の

浮
き
上
が
り

道
路
の
陥
没

噴
砂
・
噴
泥

液
状
化
現
象
は
、地
震
の
揺
れ
で
地
下
水
位
が
高
い
砂
質
地
盤
が
液
体
の
よ
う
に
柔
ら
か
く

な
る
現
象
で
す
。こ
れ
に
よ
り
建
物
の
沈
下
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

通 常 時 地 震 時 地 震 後

液
状
化
被
害
の
例

砂
粒
同
士
が
し
っ
か
り
と
結
合

し
て
い
ま
す
。そ
の
隙
間
に
水
が

満
た
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
盤

が
安
定
し
て
い
る
状
態
で
す
。

地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
砂
粒
が

動
き
、
結
合
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
砂
粒
が
水
に
浮
い

た
よ
う
な
不
安
定
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